行 事 報 告 書（研修）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者： 溝部 浩二
	 行 事 名
	甲山研修

	実施日時
	平成25年3月14日（木）　10時～15時　　天候:曇り

	場　所
	甲山森林公園内

	テーマ
	①今月の樹「アセビ」　②「早春の樹木観察（樹々の目覚め・芽吹き）」　③野外観察

	講師
	児玉勝久講師

	参加者数
	44名

	内容
（項目と概要）
	①今月の樹「アセビ」（児玉講師）
・アセビの名前は古くは「アシビ」と呼ばれ、食べると足がしびれるので「足しびれ」から

来たそうです。花は下向きですが、果実は朔果で上向きに付いて５裂します。
②講義「早春の樹木観察（樹々の目覚め・芽吹き）」（児玉講師）

・冬芽の目覚めと花芽・葉芽の展開や枝の展開などについて説明がありました。

一般的に早春に花を付ける冬芽は花芽と葉芽に分かれており、花の色は黄色が多い　

ようです。（サンシュユ、ダンコウバイ、アブラチャンなど）
③野外観察（児玉講師）

・ルート：＜午前＞管理事務所周辺

＜午後＞管理事務所→みくるま池周辺→みどり橋→管理事務所

・花が咲いていたのは、ミツマタ、ヤブツバキ、サンシュユ、ネコヤナギ、ヒサカキ（雄木）、オオバヤシャブシなどでした。　サンシュユは一つの花芽から多数の花を展開して
います。

・枝や葉では、仮軸展開している樹木（コバノミツバツツジ、ヤマボウシ、タンナサワ
フタギ、ハゼノキなど）やコナラ（若木）の順次開葉の葉が残っている様子を観察しま

した。また、２列互生のケヤキ・ムクノキや、らせん互生(2/5葉序)のコナラを観察しました。短枝ではイヌザクラ・アオハダが目立ちました。
・冬芽ではコブシやネジキ、エゴノキ（副芽）、ハリエンジュ(隠芽)などをルーペで観察しました。

・昼休み： 筒井さんの指導で、アオキ・ヘデラの葉とドングリ・スミレの花などを使って

雛人形を作り、遊びました。
＜ホームページの活用について（平山副会長）＞
・武庫ネイチャーのホームページの利用方法について説明があり、特にパスワードを
使って利用できる「会員専用」欄の内容を十分活用して欲しいと要望がありました。

＜総会・新人歓迎例会について(坂本会長)＞
・３月２１日の総会と４月４日の新人歓迎例会について説明がありました。


	まとめ
感想
	真冬日が戻ってきたような寒い一日でした。昼食も管理事務所で食べました。
寒かったのであまり歩きませんでしたが、講義内容をその後の観察で確認できて、

充実した研修会でした。
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